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2025年９月１日、日興アセットマネジメント株式会社は 
「アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に社名変更します。 
社名変更後URL : www.amova-am.com 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド」は、2025年４月15日に第20期の決算を行ないましたので、期中の運用
状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2006年３月１日から2031年４月15日までです。 

運 用 方 針 

主として、ＢＲＩＣｓ各国の株式（預託証書を含みます。）を投資対象とする投資信託証券(投資信託または外国投資

信託の受益証券(振替投資信託受益権を含みます｡)および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます｡)の一

部、またはすべてに投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

｢ブラジル株式マザーファンド」受益証券 

｢ロシア株式マザーファンド」受益証券 

｢Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ」投資証券 

｢チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

第１計算期は、収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額

水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこと

もあります。 

 
＜152528＞ 

日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド 

第20期（決算日 2025年４月15日） 



品 名：90002_152528_020_03_日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド_1058821.docx 

日 時：2025/5/27 18:02:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

16期(2021年４月15日) 15,931 100 43.4 50.3 47.6 7,534 

17期(2022年４月15日) 14,521 0 △ 8.9 36.9 59.1 6,236 

18期(2023年４月17日) 13,698 0 △ 5.7 35.7 61.2 5,373 

19期(2024年４月15日) 16,249 0 18.6 32.3 64.2 5,828 

20期(2025年４月15日) 14,566 0 △10.4 33.4 63.2 4,874 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ＢＲＩＣｓ諸国の株式に分散投資を行なうため、適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
       

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年４月15日 16,249 － 32.3 64.2 

４月末 16,819 3.5 32.0 64.3 

５月末 16,644 2.4 31.2 65.6 

６月末 16,994 4.6 30.0 66.9 

７月末 15,985 △ 1.6 30.2 66.7 

８月末 15,626 △ 3.8 33.1 63.2 

９月末 16,391 0.9 31.2 65.5 

10月末 16,708 2.8 31.1 65.4 

11月末 15,825 △ 2.6 29.7 66.8 

12月末 16,140 △ 0.7 28.2 67.5 

2025年１月末 15,772 △ 2.9 32.0 64.3 

２月末 15,535 △ 4.4 31.7 64.3 

３月末 15,891 △ 2.2 33.0 63.6 

(期  末)     

2025年４月15日 14,566 △10.4 33.4 63.2 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
       

  



品 名：90002_152528_020_03_日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド_1058821.docx 

日 時：2025/5/27 18:02:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド 

○運用経過 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2024年４月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、ＢＲＩＣｓ諸国（ブラジル、ロシア、インド、中国）のそれぞれの国の株式に投資を行なう

投資信託証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。 

各国への投資にあたっては、ブラジルは「ブラジル株式マザーファンド」、ロシアは「ロシア株式マザーファ

ンド」、インドは「Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ」、中国は「チャイナランド株式ファ

ンド（適格機関投資家向け）」への投資を通じて行ないました。当期間末における各投資先ファンドの組入比

率および当期間中における各投資先ファンドの騰落率は、以下の通りとなりました。 

 

期中の基準価額等の推移 
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当期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・ブラジルの基礎的財政収支の見通しが改善したこと。 

・米国において利下げが行なわれたこと。 

・中国において政府が大規模な景気刺激策を発表したことで投資家心理が改善したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・期間の前半にブラジルのインフレ再燃や財政収支への懸念が高まったこと。 

・米国の早期利下げへの期待が後退したこと。 

・インドにおいて金融セクターの銀行銘柄の投資比率を高めとしていたこと。 

・米国のトランプ政権誕生により関税に対する懸念が広まったこと。 

 

 

（ブラジル株式市況） 

期間中のブラジル株式市場は、期間の初めから2024年８月にかけては総じて上昇基調となり、９月から12月

にかけては総じて軟調に推移しました。2025年１月から期間末にかけては、総じて堅調に推移しました。 

期間の初めは、米国において年内に利下げが行なわれるとの観測が高まったことや、米国の大手格付機関が

ブラジルの格付け見通しをポジティブに引き上げたことなどを受けて、堅調に推移して始まりました。その後

2024年６月中旬にかけては、米国の利下げ期待が一旦後退したことに加えて、ブラジルのインフレ再燃や財政

収支への懸念が高まったことなどから、総じて軟調に推移しました。８月にかけては、原油や鉄鉱石などの資

源価格の値下がりが下落要因となったものの、ブラジルの財政悪化懸念が後退したことやブラジルのインフ

レ指標が比較的落ち着いていたことなどを背景に、総じて上昇しました。９月から12月にかけては、財政収支

の悪化や所得税に関する軽減措置の導入に対する懸念、2026年までの財政支出削減計画への失望や、ブラジル

中央銀行による大幅な利上げなどが逆風となり、下落基調となりました。 

2025年１月から期間末にかけては、ブラジルの基礎的財政収支の見通しが改善したことや、世論調査がルー

ラ大統領の支持率低下を示したこと、中国の景気回復期待が高まったことなどから上昇基調となり、期間末を

迎えました。 

 

（ロシア株式市況） 

ロシアは、ＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックスから除外され、ＭＳＣＩ社はロシア株式指数

の配信を停止しています。現在、外国人投資家はロシア株式の取引を行なうことができません。 

 

（インド株式市況） 

期間中のインド株式市場は、ボラティリティ（変動性）の高い展開が続き、期間の前半は上昇したものの、

後半にかけて下落しました。市場が下落した主な要因として、米国の大統領が課す貿易関税について不透明感

が広がったこと、企業の2024年10－12月期決算が市場予想を下回ったこと、個人以外の外国人投資家の売りが

過去最大となったことなどが挙げられます。国家予算案では好ましい税制措置が盛り込まれるとともに、イン

ド準備銀行（ＲＢＩ）が利下げおよびその他流動性改善措置を実施しましたが、市場は下落しました。 

2024年第３四半期（７－９月）の国内総生産（ＧＤＰ）成長率は前年同期比5.4％となり、第２四半期の6.7％

投資環境 
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から鈍化するとともに市場予想を大幅に下回りました（市場予想：6.5％）。成長鈍化の主因は、消費や投資の

伸びが減速していることに加えて政府支出が低調となったことでした。また、一時的な要因として、長引くモ

ンスーン、祝祭シーズン前の需要の落ち込み、選挙後の公共投資の鈍化などがあります。また、新型コロナウ

イルスのパンデミック（世界的な大流行）後の繰延需要の後退、所得の伸びの鈍化、ＲＢＩの金融政策やマク

ロプルーデンス政策（金融システム全体のリスクの把握を重視して安定を図る政策）の引き締め、民間設備投

資の低迷など一部循環的な要因もありました。 

2024年第４四半期（10－12月）のＧＤＰ成長率は、市場予想通り前年同期比6.2％へと加速しました。政府

支出の増加や輸入の縮小が加速のけん引役となった一方、個人消費需要は低迷し設備投資の伸びはさらに鈍

化しました。 

インド政府は、2025年２月１日に国家予算案を発表しました。予算案では、引き続き段階的な財政再建に焦

点を当てながら、消費を後押しする政府の方針が示されました。インド政府は、2025年度（2025年４月～2026

年３月）の財政赤字をＧＤＰ比4.4％と見込んでいます。 

予算案の主要ポイントの１つは、個人所得税の対象区分や税率が大幅に変更されたことでした。年収が120

万インドルピーまでの人々は、税金の支払いが免除されます（従来は年収70万インドルピーまでの人々が免除

の対象でした）。税率については、予想していた通りより多くの区分が設けられ、さらなる段階的な進展を見

せています。 

政府は2030年度（2030年４月～2031年３月）に向けた財政再建と指針に焦点を当てています。ここ数年は設

備投資を重視し、その後、消費に向けて支出を見直しました。当ファンドでは、個人所得税の引き下げは、一

般消費財・サービスセクターにプラスに働くとみています。 

ＲＢＩは、約２年にわたって政策金利を据え置いた後に利下げサイクルを開始し、0.25％の利下げを実施し

て政策金利を6.25％に引き下げました。また、預金準備率を0.50％引き下げて4.0％としました。 

 

（中華圏株式市況） 

中華圏の株式市場は、まちまちとなりました。 

中国の株式市場は、期間の初めから2024年９月上旬にかけては、中国の景気懸念、政策期待の後退などを背

景に上値の重い展開が継続したものの、９月下旬から10月上旬にかけては、中国政府による大規模な金融緩和

策や株式市場への流動性支援といった金融・財政政策パッケージが好感されたことなどから、株価は大幅に上

昇しました。その後、2025年１月にかけては、景気刺激策などを背景とした急速な上昇の後、利益確定売りに

押されたことなどから上値の重い展開が続き下落しました。2025年２月から３月中旬にかけては、習近平国家

主席と中国の著名起業家らとの会合が実施され、習氏はその中で民間企業を重視し、発展を支援する姿勢を強

調したほか、３月の全国人民代表大会（全人代）では、保護主義の台頭による世界的な貿易の混乱に対抗する

ため、内需を刺激し輸出を支援する措置が中国政府から発表されたことに加えて、中国の新興ＡＩ企業が開発

した新しいＡＩモデルの有効性が注目されたことを受け、この技術から恩恵を受ける可能性がある投資対象

が物色されたことなどから上昇しました。期間末にかけては、米国のトランプ大統領が相互関税を発表し、中

国製品に対しても関税の大幅な引き上げが発表されたことなどから下落しましたが、期間を通じては上昇し

ました。 

台湾市場は、期間の初めから2024年７月中旬にかけては、米国ハイテク株高やＡＩトレンドによる台湾半導

体製品需要が追い風となったことなどから上昇しました。７月下旬から８月上旬にかけては、米国で８月に発

表された雇用統計が市場予想を下回り米国景気の先行きが懸念されたことに加え、米国ハイテク株の急落な

どを受けて大幅に下落しました。2025年２月にかけては、急落後に反発したものの、ＡＩトレンドによる台湾

半導体製品需要などに陰りが見え始め、上値が重く推移したなか、中国の新興ＡＩ企業が開発した低コストの

ＡＩモデルが注目され、高性能チップの需要が鈍化するとの見通しなどが台頭し、冴えない展開が継続しまし
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た。期間の終わりにかけては、米国のトランプ大統領による関税政策が懸念されたことなどから大幅に下落し

ました。 

香港市場は、期間の初めから2024年９月上旬にかけては、中国の景気や政策の動向をにらみながら一進一退

の展開となりました。９月下旬から10月上旬にかけては、９月に米国で利下げが行なわれたことに追随して、

香港金融管理局（中央銀行）も利下げに踏み切ったことや、中国人民銀行が想定以上に大規模な金融緩和策や

不動産支援措置を発表したほか、中国政府が大手銀行に１兆人民元の資本注入を検討しているとの観測など

を背景に大きく上昇しました。その後は利益確定売りに押され上値の重い展開となったものの、引き続き大規

模な景気刺激策が期待されたことに加え、2024年のＧＤＰ成長率が2.5％と市場予想を上回ったこと、中国入

国管理局が近隣都市向けに香港とマカオの入国許可を発表したことにより消費者心理や経済活動の改善が期

待されたことなども支援材料となり、2025年３月中旬にかけて上昇しました。期間末にかけては、米国のトラ

ンプ大統領が相互課税を発表したことなどから不確実性が急速に高まり下落しましたが、期間を通じては上

昇しました。 

 

（為替市況） 

期間中における投資先各国の通貨

（対円）は、右記の推移となりました。
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（当ファンド） 

当ファンドは、「ブラジル株式マザーファンド」受益証券、「ロシア株式マザーファンド」受益証券、「Nikko 

Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ」投資証券、「チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向

け）」受益証券に投資を行ないました。 

 

（ブラジル株式マザーファンド） 

ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）、株価水準、リスク特性、業種比率などを勘案し、ポートフォリ

オを構築しました。業種については、高水準の成長が見込まれる情報技術、景気回復の恩恵を受ける資本財、

株価指標面で魅力度の高い不動産や公益などについて、総じて積極姿勢を維持しました。一方で、株価指標面

で魅力的な銘柄が乏しい一般消費財・サービス、生活必需品、素材などを総じて消極姿勢としました。 

 

（ロシア株式マザーファンド） 

2025年３月末時点でのファンドの国別保有比率では、カザフスタンが61.6％、ロシアが13.4％を占めており、

その他・現金等が25.0％となっています。 

 

（Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ） 

当ファンドは金融、一般消費財・サービス、ヘルスケアなどのセクターのウェイトを高めにしている一方、

生活必需品、不動産などのセクターのウェイトを低めに維持しています。当期間は金融セクターのウェイトを

引き上げ、情報技術セクターのウェイトを引き下げました。 

 

（チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け）） 

当ファンドは、「チャイナランド株式マザーファンド」受益証券および「中国Ａ株マザーファンド」受益証

券を主要投資対象とし、運用を行ないました。期間末時点の純資産総額比率は以下の通りです。 

 

 
※純資産比率は「チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け）」の純資産総額に対する比率。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第20期 

2024年４月16日～ 
2025年４月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 18,061   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

（注） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額

の分配金をお支払いすることはございません。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、原則として、「ブラジル株式マザーファンド」受益証券、「ロシア株式マザーファンド」受益証券、

「Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ」投資証券、「チャイナランド株式ファンド（適格機関

投資家向け）」受益証券への投資を通じて分散投資を行ないます。 

 

（ブラジル株式マザーファンド） 

イタウ・アセットマネジメントの助言のもと、ファンダメンタル・リサーチによって、長期的な収益力と成

長力を持つとみられる企業への投資を継続する方針です。業種については、当面はエネルギー、ヘルスケア、

資本財、情報技術、不動産、公益などの積極姿勢を維持することを検討しますが、金融市場の動向などに合わ

せて、一般消費財・サービス、生活必需品、金融、素材などのセクターにおいても、魅力的な銘柄の投資機会

を模索します。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（ロシア株式マザーファンド） 

外国人投資家にとっての課題は、ロシアにおいて株式の保有および取引を行なうことが可能であるかとい

う点です。ロシア株式の保有や取引が可能であり、加えて資本規制の解除や市場の価格形成機能が戻るのであ

れば、ロシア株式市場の今後の見通しやファンダメンタルズについて再度検証していきます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

分配金 
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（Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ） 

当ファンドは、インドのＧＤＰ成長率は底をつけており、インドはもっとも急速な経済成長国と認識されて

いると考えます。2024年10－12月期のＧＤＰは6.2％に回復し、低迷していた2024年７－９月期の5.4％から大

きく上昇しました。 
インド経済の失速は、長引くモンスーン、祝祭シーズン前の需要の落ち込み、選挙後の公共投資の鈍化と

いった一過性の要因や、パンデミック後の繰越需要の冷え込み、所得の伸びの鈍化、ＲＢＩによる金融政策と

マクロプルーデンス政策の引き締め、民間設備投資の低迷といったシクリカルな要因を受けたものと思われ

ます。一過性の要因は今年度後半に解消するとみられるものの、シクリカルな要因に対しては、財政的・金融
的取り組みがさらに必要になると思われます。財政および金融のどちらの側面においても、政府やＲＢＩによ

る具体的な措置がみられ始めました。 

政府による税制上の優遇措置によって消費が押し上げられ、2024年度（2024年４月～2025年３月）の最後に

行なわれた財政支出による追い風やマクロプルーデンス政策の一段の緩和が、信用拡大につながると思われ
ます。金融緩和に向けて、ＲＢＩは12月に預金準備率を引き下げました。これにより、銀行システムの流動性

も改善されます。また、ＲＢＩは銀行システムの流動性の改善に向けて具体的な措置を取っており、緩和的ス

タンスを維持しています。当ファンドは、ＲＢＩは0.75％の追加利下げを行ない、2025年の年末までに最終的

に5.50％に達するとの見解を維持します。 
国内情勢は改善しているものの、対外的事象やトランプ米国政権の政策の影響を受け、インド市場は変動が

続くと思われます。最近の発表では、米国による関税が発動された場合、米国は大規模なインフレの影響を受

け、需要は低迷し、米国ひいては世界の成長が鈍化する可能性が高まると思われます。しかしながら、こうし

た発表は、数ヵ月にわたって行なわれる非公式の国家間交渉の出発点であり、関税率の多くは長く続かないと
思われます。こうした高い関税率の実施について交渉が行なわれない場合や適用が長期化した場合、世界経済

や世界貿易、世界秩序に大きなマイナスの影響を与えることになるでしょう。 

インドに対する26％の関税は、インドが米国からの輸入品の大部分に課しているものよりも高い水準です。

ありがたいことに、この発表には、インドの二大輸出品である医薬品とＩＴサービスは含まれていません。ア
パレルや自動車部品、化学品など一部の輸出品の関税率は大幅に上昇しますが、これらを米国に輸出している

国のなかにはこれより高い関税が課されている国もあり、こうした業界の競争力が高まることから、競争上の

観点からみて、インドは守られているように思われます。 

これらを踏まえると、国内の経済規模が大きいインド（米国への輸出はＧＤＰの２％程度）は、関税問題を
うまく切り抜け、米国政権との連携を深めて貿易の差を縮小していくと思われます。短期的には変動が大きい

ものの、2025年後半には力強い経済成長がみられると当ファンドは引き続き考えており、強気を維持していま

す。当ファンドは、インドの経済成長や世界貿易での重要性の高まり、財政バランスシートの改善といった構

造的な面でも強気であり、巨額のキャッシュフロー創出力があり、負債比率が低く、高い株主資本利益率を持
つ企業を引き続き重視します。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け）） 
引き続き、ファンドの基本方針に則り、「チャイナランド株式マザーファンド」受益証券および「中国Ａ株

マザーファンド」受益証券を原則として高位に組み入れて運用を行ないます。「チャイナランド株式マザーファ

ンド」の運用においては、市場動向や各銘柄の成長性、収益性、流動性などを勘案して銘柄選定を行なう方針

です。「中国Ａ株マザーファンド」の運用においては、中国企業の人民元建株式を主要投資対象とする方針です。 
将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。   
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○１万口当たりの費用明細 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 273  1.683  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (107)  (0.660)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (151)  (0.935)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 14)  (0.088)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.028   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.028)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.009   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.009)   

（d） そ の 他 費 用 34   0.207   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 31)  (0.194)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  1)  (0.009)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 313   1.927    

期中の平均基準価額は、16,194円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は2.79％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 千口 千円 千口 千円  
Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ 122,881 422,882 46,816 176,733  

チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け） 2,961,206 379,023 6,400,337 782,681  
合 計 3,084,087 801,906 6,447,153 959,415  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ブラジル株式マザーファンド 83,579 155,650 42,454 75,585 

ロシア株式マザーファンド － － 84,104 20,000 
 
 
 

○株式売買比率 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

 

項 目 
当 期 

ブラジル株式マザーファンド ロシア株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,715,856千円 27,695千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,662,414千円 87,909千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.03   0.31   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

区       分 

買      付 売      付 

買付額 
Ａ 

うち自己取引 
状況Ｂ 

Ｂ

Ａ

売付額 
Ｃ 

うち自己取引 
状況Ｄ 

Ｄ

Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 801 379 47.3 959 782 81.5 

 
（注） 委託会社に支払われた売買委託手数料は0円です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年４月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ 465,721 541,787 1,672,714 34.3 

チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け） 16,415,233 12,976,102 1,407,907 28.9 

合 計 16,880,955 13,517,889 3,080,621 63.2 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ブラジル株式マザーファンド 916,892 958,018 1,573,065 

ロシア株式マザーファンド 564,578 480,473 120,743 
 
（注） 各親投資信託の2025年４月15日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・ブラジル株式マザーファンド 958,018千口 ・ロシア株式マザーファンド 480,473千口 
 

  

親投資信託残高 
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日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド 

○投資信託財産の構成 (2025年４月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,407,907 28.6 

投資証券 1,672,714 33.9 

ブラジル株式マザーファンド 1,573,065 31.9 

ロシア株式マザーファンド 120,743 2.5 

コール・ローン等、その他 153,807 3.1 

投資信託財産総額 4,928,236 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ブラジル株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（1,567,566千円）の投資信託財産総額（1,573,019千円）に対す

る比率は99.7％です。 

（注） ロシア株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（119,745千円）の投資信託財産総額（120,746千円）に対する比率

は99.2％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=143.64円、1ブラジル

レアル=24.5218円、1イギリスポンド=189.23円、1香港ドル=18.52円。 
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日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年４月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,928,236,466   

 コール・ローン等 153,803,880   

 投資信託受益証券(評価額) 1,407,907,067   

 投資証券(評価額) 1,672,714,696   

 ブラジル株式マザーファンド(評価額) 1,573,065,720   

 ロシア株式マザーファンド(評価額) 120,743,071   

 未収利息 2,032   

(B) 負債 53,692,188   

 未払解約金 7,247,601   

 未払信託報酬 45,811,054   

 その他未払費用 633,533   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,874,544,278   

 元本 3,346,602,199   

 次期繰越損益金 1,527,942,079   

(D) 受益権総口数 3,346,602,199口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,566円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は3,587,199,148円、期中追加設定元

本額は0円、期中一部解約元本額は240,596,949円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.4566円です。 
 

○損益の状況 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 345,613,997   

 受取配当金 345,251,757   

 受取利息 362,240   

(B) 有価証券売買損益 △  815,049,754   

 売買益 61,320,092   

 売買損 △  876,369,846   

(C) 信託報酬等 △   95,400,825   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  564,836,582   

(E) 前期繰越損益金 1,698,296,379   

(F) 追加信託差損益金 394,482,282   

 (配当等相当額) (  1,233,753,050)  

 (売買損益相当額) (△  839,270,768)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,527,942,079   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,527,942,079   

 追加信託差損益金 394,482,282   

 (配当等相当額) (  1,233,753,050)  

 (売買損益相当額) (△  839,270,768)  

 分配準備積立金 4,810,604,491   

 繰越損益金 △3,677,144,694   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2024年４月16日～2025

年４月15日の期間に当ファンドが負担した費用は9,872,955円

です。 
 

（注）分配金の計算過程（2024年４月16日～2025年４月15日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年４月16日～ 
2025年４月15日 

a. 配当等収益(経費控除後) 363,482,782円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,233,753,050円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 4,447,121,709円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 6,044,357,541円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 18,061円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年４月16日から2025年４月15日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、運用報告書（全体版）は電磁的方法により提供する旨を定めている規定につき、投

資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に即した記載に変更するべく、2025年４月１日付けにて

信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第53条の２） 

 

●当ファンドについて、基準価額水準や純資産規模に加えて、その商品性のうちロシア株式等においては換

金困難な状況が継続している事情も勘案し、信託期間を５年更新して信託終了日を2031年４月15日とす

るよう、2025年４月14日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第４条） 

 

 

 日興アセットマネジメント株式会社は、2025年９月１日よりアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社に

社名変更します。また、ホームページアドレスも「www.amova-am.com」へ変更となります。 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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